
１

第46回大会〕 被　　服

2 La-3　　　　下着着装が温熱生理反応および着心地に及ぼす影響

　　　　　　　日本大短大　○青木千賀子　　　日本女大家政　大野静枝

　　［目的］成人女子の下着類の簡略化が進む中，キャミソールの着用率がスリップのそれ
,を上回ってきていることは，前回報告した。そこで，本研究ではこれらの下着類の着装別
に,‘発汗を中心とした温熱生理反応への影響，またそれらと着用感の主観的評価との関係
を調べることを目的として検討を試みた。
　　［方法］被験者は健康な女子学生３名で,｡環境条件は気温2TC，相対湿度65％.気流
0.lm/sに設定した人工気候室内で行った。着衣条件は，基準着衣（トレーナー，スカート，
ブラジャー，シ3 ーツ，ストッキング，靴）に下着を組み合わせたものとし，下着は以下
の５条件とした：①下着なし, ②スリップ, ③キャミソール, ④キャミソールとフレアパ
ンティ, ⑤綿シャツ，ただし. ②, ③, ④の素材はナイロン。着用実験は, 20分間安静に
した後, 15分間トレッドミル上で歩行運動（75m/min,傾斜10％）をし，続いて40分間安
静を保った。測定項目は，耳腔内温，皮膚温，衣服内及び衣服表面上の温・湿度，局所発
汗量，体重減少率，着衣質量，血圧，心拍数，主観的感覚量などである。
　　［結果］下着の着装別による皮膚温への影響は，個人差がみられるものの，いずれも綿
シャツ着用時の平均皮膚温が有意に高い値を示した。運動後では，下着なしが腹部におい
て他よりも低く，スリップが大腿で高い値を示した。体重の減少率は，下着なし＜綿シャ
ツ＜キャミソール≒スリップ＜キャミソールとフレアパンティの順となった。衣服内の湿
度は，運動後背，胸ともに綿シャツ着用時が最も高く維持され，次いでスリップとなった。
衣服内の湿度の上昇は，被験者の発汗感覚とよく対応した。着心地については下着なしが
低い評価を示した。

2 La－4 セラミックス入り繊維製品カ>人体の安静時代謝量．皮膚温、皮膚血流量に
及ぼす影響ついて　　　　　～パジャマ着用の場合～

　　　　　　　　　　京都女子大家政　米田幸雄　イ　相愛高ａ中道貴美

　［目的］　近頃、素材に遠赤外線を放射するセラミックス入り繊維製品ｶ試作されてい

る．素材に含まれるセラミックスは、その断熱性の他に遠赤外線効果があり、この素材を

用いた衣料は保温性を高め、寒期に用いると快適で疲労しにくいといわれている．私たち

は冬の就寝時に用いられるパジャマに注目し、遠赤ﾀﾄ線放射セラミックス入り（綿m>／

ナイロン2mと綿1002との２種類のパジャマを実際に被験者に着用させて、安静時代謝

量．皮膚温、皮膚血流量を測定し、比較して遠赤外線衣料ｶ^生体へ及ぼす影響を調べた．

　［方法］　被験者は、健康な女子学生４名で、人工気候室で、毛布と布団を掛けて．

仰臥位安静状態で行い．設定した環境条件は．気温、２ or、15°C、10°Cの３種類で

、湿度はいずれも6 0%RHである．測定点1ま、皮膚血流量４箇所と皮膚温８箇所で、測

定は、裸時と３０分後、６０分後．120分後に行った．

　［結果］　一般に．セラミックス入りパジャマ着用時には．綿パジャマ着用時よりも安
静時代謝量は小、皮膚血流量と皮膚温は大の傾向があって、就寝時に着用すると快適性や

保温性があると思われる．
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